
 

 

 

 

レヴィ＝ストロースの７０年来の謎を進化シミュレーションで解明 

～文化人類学の基礎「親族の構造」を数理モデルで生成～ 

 

１．発表者：  
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生物普遍性連携研究機構 機構長／ 
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２．発表のポイント：  

◆構造主義の祖レヴィ=ストロースは文化を共有する集団内の婚姻を禁じるインセスト・タブ 

ーや、配偶者や子供の所属する集団を定める親族構造の存在と多様性を明らかにした。これ

らの構造の生成を進化シミュレーションによって解明した。 

◆文化人類学の研究では諸地域で見られる親族構造の描写や、構造と文化的性質の関係の分析 

は盛んに行われているが、なぜその構造が生成されるかは不問であった。本研究で、異なる 

親族構造の生成に至る普遍的なメカニズムが、理論的に明らかにされた。 

◆本研究成果は社会構造の起源の理解、また諸地域で発展する文化と環境条件の関係の検討の 

基盤となる期待される。また、進化モデルにより人間社会の普遍的性質を抽出する本理論研 

究は「普遍人類学」とも言うべき人類学研究の新たな方法を今後開拓しうるものである。 

 

３．発表概要： 

多くの人間社会において社会関係は血縁関係によって決まっていて、文化的に同一の集団内

では近親者でなくともインセスト・タブーによって婚姻が禁じられている。また集団間の婚姻・

親子関係の総体を親族構造と呼び、特に二つの集団間で結婚する限定交換、三つ以上の集団間

で一方向の女性の流れがある全面交換などが見出された。しかし、それらの多様な親族構造が

いかにして生起するかは明らかでなかった。東京大学大学院総合文化研究科の板尾健司大学院

生と金子邦彦教授は、計算機上で原始社会のモデルを用いて親族構造の進化を議論した。婚姻

が集団間の協力を促しつつ婚姻上のライバルとの競争をもたらすことを考慮し、社会の時間発

展のシミュレーションを行った。その結果、文化人類学者たちが発見した婚姻規則や多様な親

族構造がパラメータに依存して自発的に生成することを示し、現実の民族誌的知見と対応して

親族構造の分布が説明されうることを明らかにした。本研究成果は計算機を用いて人間社会の

普遍的な構造を論じ、人類学の理論研究の新たな方法として普遍人類学の展望を示すものであ

る。なお、本研究は新学術領域研究「進化の制約と方向性」(17H06386)のもとで行われた。 

 

４．発表内容：  

 文化人類学者たちはこれまで、多くの人間社会において所属する親族集団に応じて人々の社

会関係が規定されていること、また特に婚姻相手や子供の所属先が定まっていることを明らか

にしてきた。自分の所属する集団内での婚姻は必ずしも遺伝的な近親性は高くないにもかかわ

らず、文化的なインセスト・タブーによって禁じられていて、異なる集団間で結婚による未婚

者の交換が行われている。特に、レヴィ＝ストロースは二つの集団間で結婚する場合を限定交



換、三つ以上の集団間で一方向の女性の流れがある場合を全面交換と呼んで注目した。集団間

に流れのある構造は母親の兄弟の娘や父親の姉妹の娘という交叉イトコとの婚姻の選好と、父

親の兄弟の娘や母親の姉妹の娘といった並行イトコとの婚姻の禁忌を伴っている。また子供が

持つ属性を、片方の親と同じとするか両方の親の性質を参照した別のものとするかという出自

関係の多様性も見られている。そのような婚姻・出自関係は全体として親族構造と呼ばれ、地

域ごとにいくつかの異なる構造が見られ、社会の平等性・階層性の観点から異なる文化に帰結

することが知られている。例えば、主にオーストラリアの狩猟採集社会で見られる限定交換は

平等な社会に、中国やインドの農耕社会で見られる全面交換は階層分化した社会に発展しやす

い。しかし、そのような構造が起源的な段階でいかに出現し、なぜその地域に分布するかは考

えられてこなかった。もし親族構造をうむ普遍的なダイナミクスとそれが多様な構造をうむメ

カニズムが明らかになれば、集積された民族誌を統一する、普遍的な理解に至るであろう。 

 そこで板尾と金子は民族誌的事実から、婚姻が集団間の連帯を強化することと、配偶者の希

望が競合した際に熾烈な競争が起こることに注目した。まず、形質と選好（花婿の形質の理想

値）を持つ血縁集団（リネージ）を基本単位とし、それを内部に含む共同体を考える。婚姻は

形質と選好に応じてリネージ間またはリネージ内で行われ、それと同時に形質の近い社会的近

親者及び婚姻が成立する配偶者との間に協力が、選好が近い婚姻上のライバルとの間に競争が

起こるとした。このとき、協力は人口成長率を高く、競争は成長率を低くするものとし、リネ

ージの集団の進化シミュレーションを行った。設定から各リネージはなるべく協力者を増やし、

競争相手を減らすべく振る舞うが、これらは必ずしも両立せず、協力の必要性と競争排除の必

要性の重要度の違いに応じて異なる時間発展が実現する。 

 シミュレーションの結果として、この協力の促進と競争の排除のために、協力の必要性と競

争排除の必要性のパラメータが十分に大きいとき、異なる血縁集団との間でのみ婚姻を許すイ

ンセスト・タブーが自発的に生成すること、またそれらのパラメータの値に応じて、これまで

に民族誌が報告してきた多様な親族構造が現れることがわかった。そしてこのとき、インセス

ト・タブーが生成されたとき、母親の兄弟の娘との交叉イトコ婚の選好と、父親の兄弟の娘な

どとの並行イトコ婚の禁忌が現れた。また、限定交換・全面交換といった異なる構造をもたら

すパラメータの違いが、実際にそれらの構造が見られる社会における民族誌の報告と対応して

いることを示し、生活環境に応じた特定の構造が必然的に生起しうることを明らかにした。 

 本研究により、計算機を用いたモデル研究によって婚姻がもたらす社会的効果から、フィー

ルドで観察された婚姻規則や種々の親族構造が自発的に生起することが示された。これは、モ

デルによる理論研究によって多様な人間社会に通底する普遍的な構造を解明する新たな方法論

を提示するものであり、普遍人類学の構想を与えるものである。民族誌による多様な社会の描

写とその社会の構造を説明する論理の提案の集積と、それらを比較しつつその背後にある普遍

性を探求する理論研究の共同により、人間社会の統一的な理解がもたらされうるだろう。 

 今後、板尾と金子は普遍人類学の課題として、人間社会・人類史におけるさまざまな普遍的

な構造について、理論モデルを用いて個人レベルの振る舞いと社会レベルの現象を結ぶ論理を

解明していくことを企図している。そこでは社会の階層構造や経済システムなどの起源が論じ

られるであろう。 
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